
弓
イ
ト
ア
ヴ
ブ
也

長
崎
空
港
入
口
・
森
園
公
園
の
一
角
に

建
設
さ
れ
て
い
た
寸
黒
丸
お
ど
り
像
L

ガ

完
成
、
観
光
客
な
ど
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

花
傘
を
背
負
つ
だ
大
人
像
3
体
と
鐘
を

持
つ
子
供
像
2
体
、
ガ
建
て
ら
れ
て
お
り
、

a.4、
や
か

直
径
5
げ
も
あ
る
花
傘
は
壮
観
。
特
に
¥

夜
間
は
ラ
イ
ト
戸
ツ
プ
さ
れ
花
輔
、ガ
浮
き

出
す
さ
ま
は
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
さ
を
増
し
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
空
の
玄
関
口
大
村
を
強
<
臼
象

づ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平成5年2月号
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県
央
地
域
が

¥
方
蜘
拠
点
都
市
¥
砧
欄
の
指
定
を

/〆巴

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
一
次
指
定
に
県
央
地
域
(
大
村

市
を
は
じ
め
2
市
叩
町
)
が
選
ば
れ
、
引
世
紀
を
ふ
ま
え

た
新
し
い
ま
ち
ゃつ
く
り
に
大
き
な
弾
み
が
で
き
ま
し
だ
。

こ
の
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
は
、

全
国
の
U
地
域
が

一
次
指
定
を
受

け
ま
し
た
が
、
県
央
地
域
で
は
、

指
定
を
受
け
る
た
め
の
陳
情
な
ど

を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
た
だ

け
に
、
喜
び
も
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

な
ぜ
い
ま
地
方
拠
点
都
市
な
の
か

こ
の
地
方
拠
点
都
市
の
目
的
は
、

県央地域(2市10町〉

東
京

一
極
集
中
化
を
地
方
へ
分
散

し
地
方
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
県
央
地
域
で
の
事
業
実

施
に
、
国
の
大
き
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
面
、
こ
の
事
業
実
施
に
向
け

て
の
基
本
計
画
の
策
定
が
大
き
な

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

郡

部

郡

杵

来

来

彼

吉

岡

高

西

北

南一一i
J
1
|
」

市

市

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

村

早

賊

山

盛

来

財

妻

野

何

浜

制

大

諌

多

森

飯

高

小

吾

愛

千

小

南

•••••••••••• 

犬
村
市
の
取
り
く
み

長
崎
国
際
空
港
、
高
速
自
動
車

道
、
将
来
予
想
さ
れ
る
新
幹
線
等

と
県
央
地
域
の
交
通
拠
点
を
生
か

し
、
産
業
業
務
施
設
(
オ
フ
ィ
ス

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
)
を
中
心
に
エ
ア

フ
ロ
ン
ト
計
画
の
フ
ォ

l
リ
ン
ア

ク
セ
ス
・
〆

l
ン
(
輸
入
促
進
地

域
)
、
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
、
居
住

環
境
等
を
整
備
推
進
し
、
都
市
機

、

能
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

順
〉
手
年
のが九
後
mh

a
フ

(

7
月

ながさき県央拠点都市地域構想

2 

....，齢、
定

職・(主-遊・学などの機能

をバランスよく配置し¥人

と文化ガ受流し¥自然と共

生する生活空間の創造

理本基主十

地域内各地の特性を生

かしだ自然と人間性豊

かな¥うるおいのある

拠点地域づくりの推進

方本基

施|

国・県の正式協議

↓ 
知事の県央地域指定

↓ 
|塁本計白策定]

↓ 
|基本計画知事承認 |

↓ 
業実3」



平成 5年 2月号広報おおむ ら

防災の決意を新たに

消防関初め武

消防署や消防団、自衛消防隊総勢羽O人によ
分列行進(西三城町)

15個分団による一斉放水演習(大上戸川)

金正

4、

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
1
月
8

日
、
ポ
ー
ト
場
駐
車
場
で
の
式
典
を
皮
切

り
に
、
分
列
行
進
、
放
水
演
習
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
団
員
や
一
般
協

力
者
、
無
火
災
分
団
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
中
行
進
に
は
、
消
防
団
日
個
分
団
、

消
防
署
、
自
衛
消
防
隊
そ
れ
に
消
防
車
な

ど
総
勢
7
1
0
人
、
認
台
が
さ
っ
そ
う
と

行
進
。
沿
道
で
は
、
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
幼

児
や
道
行
く
人
た
ち
が
盛
ん
な
声
援
を
送

り
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
行
わ
れ
た
全
消

防
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
演
習
。
今
年
も

火
災
が
少
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
防
災

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆

さ

ん

で

す

。

(

敬

称

略

)

県
知
事
表
彰

(
一
氷
年
勤
続
功
労
章
)

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

山
口
勇
、
渡
法
隆

一
、
森
克
彦

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
育
功
章
)

田
中
芳
幸
、
今
里
裕
文
、
一
瀬
正
治
、
上

野
孝
幸
、
秋
津
賓
、
山
口
数
義
、
松
山
増

夫、

一
瀬
良
治
、
山
上
博
、
井
手
末
広
、

秀
山
隆
一
、
末
永

一
則
、
山
口
憲
彰
、
堀

田
彰
博
、
永
見
繁
美
、
池
田
辰
則

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
育
功
章
)

山
口
敏
行
、
尾
上
博
、
藤
崎
義
則
、
田
崎

純
則
、
山
浦
弘
之
、
福
田
静
徳
、
渡
辺
薫
、

松
下
喜

一
郎
、
田
中
清
賓
、
田
中
武
、
岩

崎
祥

一
、
今
道
正

一
、
黒
田
洋

一
郎

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
初
年
精
続
章
)

市
長
表
彰

(
初
年
勤
続
章
)

喜
野

一
正
、
前
川
興
、
田
中
雅
弘

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
印
年
精
続
章
)

松
本
茂
樹
、
中
山
勝
則
、
山
中
武
義
、
藤

崎
健

一
、
松
尾
宏
規
、

一
瀬
正
治
、
岩
本

初
雄
、
藤
崎
弘
昭
、
山
口
義
弘
、
上
野
孝

幸
、
上
松
祐
八
郎
、
西
川
正
人
、
福
田
静

徳、

、山
崎
市
老
、
松
尾
義
幸
、
朝
長
嘉
裕
、

幼少年消防クラブのチビッコたちも

盛んに声援します(西三城町)

永年勤続団員の表彰などが行われた

式典(ボート場駐車場)

黒
田
洋

一
郎

市
長
表
彰

(
何
年
勤
続
章
)

坂
本
義
孝
、
尾
上
博
、
藤
崎
義
則
、
田
中

清
賓
、
田
中
武
、
岩
崎
祥

一
、
今
道
正

一
、

畑
中
勇
二
、
浦
川
稔
、
井
手
隆
次
、
杉
本

克
茂
、
朝
長
年
信
、
音
琴
忠
雄
、
宮
本
武

夫・一

般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状

第
日
分
団
元
後
援
会
長
南
野
鹿
松

第
2
分
団
元
後
援
会
長
上
田
光
成

第
日
分
団
元
後
援
会
長
中
島
鶴
司

・
無
火
災
分
団

-第
1
分
団
、
第
2
分
団
、
第
4
分
団
、
第

叩
分
団
、
第
日
分
団
、
第
日
分
団

・
優
良
分
団
第
日
分
団
、
第
日
分
団

l
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
l

渡
海
博
、
松
添
正
徳
、
緒
方
異
俊
、
福
田

常
明
、
岩
永
昭
憲
、
田
崎
十
九
男
、
田
川

澄
博
、
山
口
隆
一
郎
、
古
川
光
郎
、
平
野

員
澄
、
西
嘉

一
、
中
部
利
夫
、
音
琴
宏
之
、

松
尾
末
男
、
辻
田
津
義
、
田
中
武
敏
、
梶

崎
和
義
、
北
村
忍
、
原
口
昇
、
井
手
久
之

消防車32台による車両パレード

(西三城町)
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成
人
お
め
で
と
う

1
1
2
8
人
が
新
し
い
門
出

新
社
会
人
と
し
て
の
晴
れ
の
門

出
を
祝
う
成
人
式
が

1
月
日
日
、

市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
1
1
2
8
人

(
男
5
6
9
人
・

女
5
5
9
人
)。
幻
世
紀
を
担
う
中

心
的
な
存
在
と
し
て
大
き
な
期
待

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
松
本
市
長
が
「
皆
さ

ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
、

わ
れ
以
外
皆
師
を
胸
に
努
力
し
、

若
者
の
も
つ
情
熱
と
英
知
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
激
励

・
祝
福

し
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
小
杉
清

英
さ
ん
(諏
訪
2
丁
目)、

藤
原
奈

緒
子
さ
ん
(
池
田
新
町
)

の
2
人

が
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意

・
抱

負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

中国・上海県の産業技

術研修生の5人の皆さ
んも出席、日本の成人

式を味わいました。

G e @ @ 。。
高齢化社会を

支える力!こ

小杉 清英さん

(諏訪 2丁目)

国際化時代の

社会人として

藤原奈緒子さん

(池田新町)

最も重要に思えるこれからの課題は

「高齢化社会への対応」。この高齢化時

代を中山となって支えていくのが、こ

れからの私たちの務めです。

自分を正しく理解し、自分に最もふ

さわしい道を選び、それに向かつて確

実に進んでいくことが大切だ、と患う。

まもなく21世紀、その中山的働き手
として社会に貢献しだい。

私疋ちの生きてきだ20年間で世界は
急瀕に変化し、 それぞれの国ガ自国の

力だけでは解決できないいろんな問題

を抱えており¥地球規模での平和を考

える必要がある。

国際社会に生きる社会人としての自

覚を持ち、大村市はもちろん、世界中

の人々が生き生きと暮らすことのでき

る社会作りに努力しだい。

A
斗
a

w
元
日
の
朝
は
快
晴
だ
っ
た
。
私

は

東

京

の

一
極
集
中
を
是
正
し
て

開

制

息
子
た
ち
と
少
々
早
起
き
し
て
、
中
核
と
な
る
地
方
都
市
に
力
点
を

開

制

琴
平
岳
へ
と
急
い
だ
。
丘
の
上
は

置
き
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
発
展

糊

制

ま
だ
薄
暗
く
、
肌
寒
さ
が
ぴ
i
ん
を
図
ろ
う
と
い
う
国
の
方
針
に
基

樹

輪

と
緊
張
感
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

づ
く
も
の
で
あ
る
。

綿

一対

こ
こ
は
、
昨
年
5
月
オ
ー
プ
ン
こ
の
中
で
、
大
村
市
に
は
オ
フ

州

制

し
た
ば
か
り
の
琴
平
ス
カ
イ
パ

i

ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
(
新
文
化
産

制

問

ク
。
芝
生
の
斜
面
を
生
か
し
た
草

業

業
務
拠
点
都
市
)
が
有
力
視
さ

伸

一巾

ス
キ
ー
や
パ
タ
1
ゴ
ル
フ
な
ど
に
れ
、

全
国
の
モ
デ
ル
都
市
と
な
る

附

梢

人
気
が
あ
り
、
半
年
間
で
3
万
人
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ア
ル
カ

剤

一一

の
来
場
が
あ
っ
た
。
私
は
よ
く
大
デ
ィ
ア
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

絹

紬

村
湾
と
わ
が
町
を

一
望
で
き
る
こ
理
想
郷
と
さ
れ
た
高
原
の
都
市
の

綿

怖

の
展
望
台
に
立
つ
て
は
、
将
来
の
名
で
も
あ
る
。

明

槻

ふ
る
さ
と
長
期
計
画
の
夢
を
め
寸
建
設
予
定
地
は
、

空
港
や
高
速

州

問

ら
し
て
き
た
も
の
だ
。

道

路
に
近
い
と
い
う
利
便
性
に
加

僻

制

当
日
、
辺
り
に
は
い
き
な
フ
ア
え
て
、
緑
深
い
琴
平
岳
の
麓
の
高

欄

梢

ツ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
だ
若
者
や
台
で
、
抜
群
の
環
境
に
恵
ま
れ
て

制

綿

家
族
連
れ
な
ど
が
集
っ
て
、
今
か
い
る
。
三
彩
の
里
か
ら
西
へ
剖
へ

綿

帆

今
か
と
初
日
の
出
を
待
っ
た
。

ク
タ
i
ル
(
約
叩
万
坪
)
に
、

5
耕

一対

午
前
7
時
部
分
を
少
し
囲
っ
た
千
人
を
擁
す
る
大
規
模
な
オ
フ
ィ

明

開

こ
ろ
、

真
っ
赤
に
輝
く
巨
大
な
太
ス
街
が
誕
生
す
る
日
も
遠
く
な
い
。
料

開

陽
が
静
か
に
姿
を
現
わ
し
た
。
何
日
の
出
の
勢
い
の
大
村
市
に
す

僻

梢

と
も
形
容
し
が
た
い
神
秘
的
な
自
べ
く
、

一
歩

一
歩
着
実
に
準
備
を

附

梢

然
の
美
し
さ
に
深
い
感
動
を
覚
え、

積
み
重
ね
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

糊

揃

思
わ
ず
私
も
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
な
い
と
思
う
。
夢
多
き
ふ
る
さ
と

抑

制

こ
の
年
が
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
に
「
っ
ち
」
音
の
問
え
る
日
を
念

制

崩

よ

う

に

と

。

じ

つ

つ

。

山間

制

き
て
、
昨
年
ロ
月
に
は
、
待
望
初
日
の
出

制

開

の
地
方
拠
点
都

市

に

大

村

市

を

は

合

わ

せ

る

手

に

ぞ

側

一切

じ
め
2
市
山
町
が
幸
い
に
も
指
定

夢

か
け
ん

哨

品
昔
話
芸
評
室
長
老
主
主
占
主
主
主
主
主
主
主
主
'
毛
主
主
玲

個h
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「市
政
に
も
の
申
す
」

ご
意
見

-
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

大
村
市
に
住
む
皆
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
に
、
こ
の
町
が
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
、
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば

発
展
す
る
の
か
な
ど
、
い
ろ
ん
な

お
考
え
が
あ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の

「市
政
に
も
の
申
す
」
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
提
言
を
市
政
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

確定申告が始まります
=申告は正しくお早め!こ=

2月1日凋)
から3月15日(月)まで

2月16日休)
-贈与税
・所得税

ご
意
見

・
ご
提
言
は
手
紙
で
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
機
会
に

1
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
レ
。

テ
ー
マ

①
大
村
市
の
発
展
や
活

性
化
に
関
す
る
意
見

②
そ
の
他
の
意
見
や
提
言
な
ど

字
数

6
0
0
字
以
内
(
用
紙
は

何
で
も
結
構
で
す
)

提
出
期
間

2
月
1
日
開
1
末
日

提
出
方
法

手
紙
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
職
業
を
記
入
し
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
(
住
所
・
氏
名
の
な

い
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
)

送
付
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課
(
玖
島
1
丁
目
お

番
地
宮
内
線
2
0
9
)

E民E康E倹詰申告受付E程
申告の時期となりましだが、次の日程で申告

会場を設けています。

なあ、確定申告をされる人は市の申告書を提

出するl必要はありません。

※未申告の場合、所得証明などの受付や、 国民

健康保険税の軽減制度の適用も受けられませ

んので、必ず申告してください。

申告受付日程

地 区 申告日 場 所

(農竹業のない世松帯) 2月4日嗣 ・5日働 竹松出張所

西大村 2月8日目)・9日(刈
西大村出張所

(農業のない世帯) 10日附

(農大業のない世村帯) 2月12日働 ・15日明) 市役所大会議室

三浦・萱瀬 3月1日目) 三浦・萱瀬出張所

福重・ 鈴田 3月2日伏) 福重 ・鈴田出張所

キ公 原 松原出張所

(農竹業のある世松帯)

3月3日休)
竹松出張所

農大業村の・西大村 3月4日同 ・5日働 市役所大会議室( ある世帯)

受付時間 午前 8時30分~午後4時

第

6
ロ
大
村
市
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
ノ
.

(
敬
称
略
)

推
薦

楠
本
邦
博
(
須
田
の
木
町
)

特
選

相
良
信
秋
(
本
町
)
川
鶴
正
保
(
片

町
)
福
田
久
幸

(
植
松
1
丁
目
)

入
選

井
上
節
代

(富
の
原
2
丁
目
)
内

野
正
(
諌
早
市
)
松
崎
力
(
諏
訪
2
丁
目
)

中
村
静
子

(
原
口
町
)
松
本
綾
子

品
町
(
玖
島
3
丁
目
)

作

木

佳
作

野
本
博
士
一
(
協
和
町
)
大

の

の

ん

田
薮
美
登
里
(
原
口
町
)
川
鶴
富
美

れ

頃

子

(
片
町
)
原
田
清
(
松
並
2
丁

邦

目
)
相
良
信
秋
(
本
町
)
北
原
文

琳

子

(
佐
世
保
市
)
楠
本
邦
博
(須

薦

田
の
木
町
)
田
中
明
憲
(
溝
陸
町
)

推

安
永
敦
子
(
協
和
町
)
橋
口
文
雄

(
片
町
)

特
別
賞

井
上
節
代
(
富
の
原
2
丁
目
)

内
野
正

(諌
早
市
)
前
田
多
喜
雄
(
富
の

原
1
丁
目
)
相
良
信
秋

(
本
町
)
松
崎
力

(諏
訪
2
丁
目
)
中
村
静
子

(原
口
町
)

5 

申告相談時間

9 :00-12 :00、

13 : 00 -17 : 00 

消費税の相談も併せて

行し、ます。 個人事業者の

消費税の申告期限は3月

31日(水)です。

※毎週土曜日・日曜日は休みとなっていますが、 「税金電話相

談 (タ ックスアンサー)J をご利用されると、ご相談にコンビ

ューターがお答えします。 (ただし、ご利用の際には税務署・

各市町村役場・商工会などに備え付けのコー ド表が必要です

ので予めご用意ください)

※申告書の提出は郵送でも結構です。ただし、記入もれ、押印

もれ、計算誤り、書類の添付もれなどにご注意ください。

なお、申告書控の返送を希望される人は、返信用封筒 ・切

手を同封ください。

持参するもの 申告書用紙、印鑑、源泉徴収票、控除証明書や

保険料の領収証など。

問い合わせ 諌早税務署 (ft⑫1370)



カメラ

スポット

本
企家庭繁栄願ってモクラ打ち

(1/15 .水田町内〉
水田町子ども会 (楠啓二育成会長〉で

は7月15日¥家内安全¥家庭繁栄を願つ
だモグラ打ちが行われましだ。

30数年前から、子ども会の恒例行事と

なっており¥小学生など約30人ガ参加。

2つのグルプに分かれだ子ども疋ちは¥
ワラを巻き位けだ約2mの竹で、 '15日
のモワ、ラ打ち、00さんの家が栄えるご
と¥イ工ーモセ (祝い申す)-.J'もっとも

じゃ、もっともじゃ」と唱和しながら各

家庭の地面をだだき回りましだ。

最後は、あ白さんたちが作つだぜんざ

いをおいしそうに食べ¥う~ん満足/

4
お
互
い
の
技
術
向
上
目
指
し

(
1
/
叩

・
海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
)

大
村

・
諌
早

・
島
原
の
3
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
少
年

ガ
¥
親
睦
と
融
和
を
図
り
¥
共
に
技
術
の
向
上
を
目

指
そ
う
と
い
う
三
地
区
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
ガ
ペi
月

刊
目
、
溜
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

参
加
し
疋
の
は
、
主
に
5
1
6
年
生
の
チ

ム。

大
会
前
日
3
度
目
の
全
国
制
覇
を
果
疋
し
、
が
い
旋

し
て
き
芝
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
影
響
を
受
け
て

か
、
子
供
た
ち
も
大
ハ
ッ
ス
ル
、
足
さ
ば
き
も
み
ご

と
に
相
手
ゴ
ー
ル
を
お
び
や
か
し
ま
す
。

Z
E
1
6
寸

i
j
4
1
4

9山
WHH2aht
 

民..."唖苧環芦言明三Z

ゆ恥--~- ιe 一 一品

企農業技術怠どを視察
(1/13 .人参選果場〉
大村市と友好受流を続けている中国 ・上海

県の農業考察団が7月竹田、 大村を訪問され
ました。

今回の訪日は¥昨年9月に協議調印された
「上海県 十大村市友好~流協議書」によるも
ので、長日昔1畿さんを団長lこ5人の視察団ガ5
日間滞在。

青果市場や人参・ みかんの選果場、果汁工

場、イチゴハウス、縫製工場、集配センター

のほか¥農家や農業協同組合の組織管理運営

などを視察研修されまし疋。

，( 正、

( 

A楽しく新春かる芝大会
け/4・市コミセン〉

包年恒例となっ芝、新春百人一首かる芝大

会ガT月4日、市コミセンで開かれ¥子ども

疋ちが自慢の腕を競いました。

冬休み教養講座(市コミセン主催〉として

開請されてい芝、かるた教室の締めくくりと

して毎年開かれているもので、 市内の小学生

約40人ガ参加。
札が読み上げられると¥子ども疋ちの手が

すばやく動きます。中には 「あっ¥まちがつ

だ/-.Jの声などもあり、 会場は楽しい雰囲気

に包まれていましだ。

4
女
性
も
加
わ
り
健
脚
競
う

(ぺl
/
叩
・
菅
一
瀬
中
学
校
周
辺
)

ぺl
月
刊
日
¥
8町
内
句
チ
ー
ム
で
競
わ
れ
芝

寸新
春菅一
瀬
監
位
大
会
L
O

今
ロ
で
位
回
目
を
迎

え、

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
大
会
は
¥
同
地
区
体
育
振
興
会
、ガ
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
地
区
間
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
¥
駅
伝
に
は
中
門平洋エ
以
上
が

出
場
、
小
雨
ぱ
ら
つ
く
冷
だ
い
風
の
中
を
力
走
、

5
区
間
で
健
闘
を
競
い
ま
し
だ
。

な
お
、

今
固
か
ら
女
性
も
加
わ
る
こ
と
に
な

り
、
第ぺ
l

走
者
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
だ
。

h
F
無
病
患
災
を
祈
っ
て

(ぺ|
/
ア

・
大
川
田
公
園
)

正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る
寸
鬼
火
定
き
し

ガ
ペl
月
7
日
、
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
大
川
田
町
子
ど
も
会
(
山
口
勝
美
青

成
会
長
)
で
も
¥
持
ち
寄
つ
だ
門
松
や
し
め

飾
り
な
ど
を
燃
や
し
、

J
」の

一
年
病
気
も

せ
ず
¥
健
や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
無

病
患
災
を
祈
り
ま
し
だ
。

ーハ
ー
ン
し
と
竹
が
は
じ
け
る
音
に
¥
黄

色
い
歓
声
ガ
あ
が
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
子
ど

も
芝
ち
は
、
お
田
さ
ん
芝
ち
が
作
っ
て
く
れ

だ
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
¥

/
4

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
だ
。

平成 5年 2月号広報おおむら

初;

医

個
人
住
宅
資
金
利
子
補
給
金

額
申
し
込
み
は
お
早
め
に

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、

住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
住
宅
を
取
得

し
た
人
は
、

利
子
補
給
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け、

市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行

っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

- 6 

月
が
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
5

年
3
月
白
日
ま
で
の
人
。

利
子
補
給
金
額

一
律
4
万
円

(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課

商
工

『
緊
急
経
嘗
支
援
資
金
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、
経
済
的
環
境
の
変
化

に
よ
り
、

一
時
的
に
売
上
の
減
少

等
業
況
悪
化
を
き
た
し
て
い
る
中

小
企
業
者
に
対
し
、
低
利
の
融
資

貸
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

融
資
対
象
者

県
内
で
1
年
以
上

同

一
事
業
を
継
続
し
て
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
で
、
県
税
を
完
納

し
保
証
協
会
の
保
証
対
象
と
な
る

事
業
所
。
そ
の
ほ
か
、
県
が
定
め

た
要
件
を
満
た
す
事
業
所

融
資
限
度
額

2
千
万
円
(
運
転

資
金
は
1
千
万
円
)

融
資
期
間

・
運
転
資
金
5
年
以

内
・
設
備
資
金
7
年
以
内

融
資
利
率

・
貸
付
利
率

ω
%

・
保
証
料
率

M
%

申
込
期
限

平
成
5
年
ロ
月
口
日

問
い
合
わ
せ

県
経
営
指
導
課
金

融

班

(
宮
0
9
5
8
⑫
2
9
0
9
)

ぞ1

家
庭
で
職
場
で
、
冬
の
省
エ
ネ
大
作
戦

電気こたつは、敷

布団や上がけを使

って、保温効果を

上げよう 。

園凶u・回|室温は、おおむね
I W~! に司120

0

C になるよう、
|竺 J{'..~| こまめに調節を 。

こ
の
ほ
か
、
職
場
で
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
効
率
的
な
使
用
、
ワ
ー
プ
ロ

な
ど
の
O
A
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
な
ど
も
省
エ
ネ
の

一
つ
で
す
口

平

31v苦
手
善
幸
子
署
Y
￥
￥

g毒
事
事
VYVM意
書
事
r
f

露
関
庁

包
周
日
齢
、
間
固
(
第
2
)
o
U
固(第
4
)

…

が
保
ゐ
を
す
①

…

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
↓
園

職
場
で
で
き
る
省
エ
ネ
↓
図

暖房器具は窓側の

冷気の入る位置に

背を向けて置こう。

厚手のカーテンを

床まで垂らすな ど

部屋の保温に一工

夫を。

照明器具のほこ り

をとろう 。また、古

くなった電球など

の交換もお早めに。

7 



がんばっ2すね/

健
康
で
あ
る
限
り

「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
、
』
と
は

人
格
形
成
に
必
要
不
可
欠
L

と
説

く
野
口
さ
ん
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
に

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の

一
つ
に
、
昨
年
夏
か
ら
始

め
ら
れ
た
硬
式
野
球
教
室
。
学
校

週
5
日
制
の
導
入
を
機
に
、
そ
の

余
暇
利
用
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も

で
、
学
校
の
正
課
ク
ラ
ブ
が
終
わ

る
中
学
3
年
生
が
対
象
で
す
。

大
学
時
代
は
硬
式
野
球
で
錬
磨
、

中
学
校
在
職
中
は
軟
式
野
球
を
指

導
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
指
導
力

に
は
定
評
が
あ
り
、

子
供
た
ち
か

ら
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
村
互
寿
会
(
シ

ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
)
で
は
ピ
ッ

ー
硬
式
野
球
ほ
か
1ci'¥イ21;fJ

野

口

弘

満

さ

ん

(
引
歳

・
諏
訪
パ1
丁
目
〉

絵
本
は
ゅ
の
栄
養
源

心
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
る
牟
田
さ
ん
。
日
数

年
前
か
ら
、
中
地
区
公
民
館
で
始

め
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ

「お
は
な
し
の
会
」
の
創
始
者

の
お

一
人
で
す
ο

同
会
で
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か

せ、

パ
、
糸
ル
シ
ア
タ
ー
、
自
作
の

影
絵
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
例
会
に
は
、
幼
児
を
抱
え
る

多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
な
ど
が
参

加
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
養
護
施
設
や
学
童

保
育
、
お
は
な
し
の
部
屋
が
行

っ

て
い
る
国
立
長
崎
中
央
病
院
(
小

児
病
棟
)
へ

の
訪
問
な
ど
、
幅
広

ー
お
は
な
し
の
会
1

牟

田

ム

ツ

さ

ん

(
日
歳
・
古
町
ペl
丁
目
)

平成5年 2月号

なかよし家族

わ
た
し
の
い
え
は
7
人
か
ぞ
く
て

わ
た
し
た
ち
は
三
つ
ご
の
き
ょ
う
だ
い

で
す
。
お
と
う
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

う
み
に
さ
か
な
を
と
り
に
い
き
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
家
の
し
ご
と
を
し

て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

し
ご
と
が
な
い
時
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
う

た
っ
て
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
を
し
て
い

る
の
で
お
お
え
ん
に
い
つ
も
つ

い
て
い

き
ま
す
。

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、
み
ん
な
な
か

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(
麻
希
)

二島さん家族(杭出津 1丁目)

広報おおむ ら

右
か
ら
、
雅
秀
さ
ん
側
、
麻
希
ち
ゃ
ん
問
、
徳

一
さ
ん
側
、

千
恵
ち
ゃ
ん
刷
、
の
り
子
さ
ん
側
、
美
香
ち
ゃ
ん
側
、
員
由
美
さ
ん
側

チ
ャ
ー
で
、
全
国
大
会
ベ
ス
ト
8

入
り
を
相
言
葉
に
汗
を
流
す
一
方
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
テ

ニ
ス
も
手
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
、
四
季
の

星
座
を
探
る
天
体
観
測
講
座
や
か

る
た
教
室
な
ど
に
も
、
長
年
力
を

注
が
れ
て
い
ま
す
。

「
長
い
間
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

通
し
子
供
た
ち
と
歩
い
て
き
た
、
」

と
が
い
ま
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て

い
る
、
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
話
さ
れ

る
野
口
さ
ん
で
す
が
、
本
当
に
お

元
気
で
、
体
を
動
か
せ
る
こ
と
の

喜
び
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

い
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響
で
本
離
れ

の
傾
向
が
強
ま
る
中
、
牟
田
さ
ん

は、

「絵
本
は
心
の
栄
養
源
」
を

信
条
に
、
幼
児
期
か
ら
の
お
母
さ

ん
と
子
供
の
肌
の
泊
く
も
り
、
本

に
親
し
む
、」
と
の
大
切
さ
な
ど
、

子
育
て
の
経
験
を
ふ
ま
え
強
く
訴

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
今
ま
で
の
教
訓
を
生
か
し
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
代
わ
り
を
し
て

い
る
だ
け
」
と
話
さ
れ
る
牟
田
さ

ん
で
す
が
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
例

会
は
毎
週
月
曜
日
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
と
の
、
」
と
で
す
。

町:() 
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山茶花グループ

自
然
を
見
つ
め
な
が
ら
、
伝
統

の
美
意
織
を
背
景
に、

美
し
さ
を

組
み
た
て
る
、
そ
の
努
力
の
中
で
、

花
そ
の
物
の
美
し
さ
、

生
け
る
楽

し
み
ゃ
、
面
白
さ
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
花
を

通
し
て
人
と
の
交
わ
り
、
心
の
豊

か
さ
も
深
め
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
、

生
花
、
盛
花
だ
け

で
は
な
く
、
自
由
花
、

新
風
体
と

い
っ
た
新
し
い
花
も
い
れ
こ
み、

先
生
の
デ
ッ
サ
ン
を
添
え
て
の
分

り
や
す
く
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と

に
、
和
気
合
々
と
、
た
の
し
く
生

け
て
い
ま
す
。

定
例
会

第
2
・
第
4
土
曜
日
、

午
前
9
時
加
分
l
u
時

連
絡
先

上

松

(
宮
(⑪
1
6
7
9
)

い
け
ば
な
は
、
も
と
も
と
仏
様

に
供
え
る
花
l
仏
花
(
立
華
)
か

ら
は
じ
ま

っ
た
と
か
。
池
坊
の
中

か
ら
、
そ
の
立
華
の
名
手
が
次
々

と
生
ま
れ
、
華
道
と
し
て
の
か
た

ち
が
整
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
時
代
を

う
つ
し
て
発
展
し
て
き
た
、

暮
ら

し
の
花
と
し
て
の
「
池
坊
」
を
私

た
ち
は
学
ん
で
い
ま
す
。

4、!

駐
長
崎
中
国
総
領
事
館
に
着
任
さ
れ
、

松
本
市
長
と
歓
談
さ
れ
る
孫
平
さ
ん

(
中
央
)
(
1
/
ロ
・
市
役
所
)

こちら自由席

のao
昨年3月より空席となっ ていた駐長崎中国

すんびん

総領事館に、 12月より着任をされた孫平さんが

1月12日、市役所を訪れ、松本市長と親しく

歓談されました。

孫さんはこれまでに、駐日大使館三等書記

官や福岡と大阪の駐日総領事館領事 などを歴

イ壬されています。

松本市長が歓迎の意を述べると、孫さんは

「長崎は中国と 一番近いところ、なお一層の

友好親善 を深めたい」と 意欲的に話 されまし

fニ。

事お

の
句
で
す
。

ゅ
う
ゅ
う

悠
々
は
、
安
永
5
年

(
1
7
7
6
)
千

綿
村
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
父
と
死
別
、

上
小
路
の
緒
方
家
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

ザ

こ
、ヴ
カ
ん

五
教
舘
で
学
び
、
江
戸
の
藩
邸
詰
と
な
り

ま
し
た
が
病
気
の
た
め
、
郷
里
に
戻
り
ま

し
た
。や
が
て
、
千
綿
村
横
目
役
か
ら
、
代
宮

に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
頃
か
ら
俳
句
の
道
を

志
し
ま
し
た
。
天
保
4
年

(
1
8
3
3
)

幼
君
の
お
伴
を
し
て
再
び
江
戸
に
上
り
、

そ
こ
で
、
一
流
の
俳
人
で
あ
っ
た
梅
室
ゃ

そ
う
さ

E
，

て
き
ほ
う

蒼
札
ら
と
交
わ
り
、
「
荻
琶
集
」
を
著
し
、

そ
の
名
が
世
に
広
ま
り
ま
し
た
。
天
保
8

年
帰
郷
し
、
木
場
の
自
宅
に
隠
居
し
ま
し

み

と
き
あ
ん

た
が
、
晩
年
は
池
の
坊
に
コ
二
時
庵
」
を

建
て、

多
く
の
門
人
た
ち
に
俳
句
を
教
え

ま
し
た
。

川
原
悠
々
の
句
碑

(
片
町
の
八
坂
神
社
境
内
)

片
町
の
八
坂
神
社
境
内
に
あ
る
自
然
石

に
、
「
常
な
ら
ば
言
い
消
す
ほ
ど
よ
初
霞
」

と
彫
つ
で
あ
る
の
が
見
つ
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
幕
末
の
俳
界
に
新
風
を
お
く

つ
た
と
さ
れ
る
俳
壇
の
偉
才
、
川
原
悠
々

戸
策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

h
-
b
h
L
 

-
ゃ
‘
‘
，

f

?

、uA
、

a

，v
a

，
，
.
 

大村ガ生んだ偉大な俳人

川原悠々
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聞
こ
え
て
ま
す
か
?

あ
な
た
の
体
の
8
0
8

成
人
病
予
防
週
間

2
月
1
日
1
7
日

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の
い
わ
ゆ
る

三
大
成
人
病
は
、
死
亡
順
位
の
上
位
3
つ

を
占
め
て
い
ま
す
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
過
信
し
な

い
で
、
健
康
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

、
か
ん
を
防
ぐ
だ
め
の
M
M
か
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

初思岩国思診問題符ω患す
対象者被爆者健康手帳¥健康診断受診者証

を持っている人

受付時間 ・午前10時~竹時

・午後?時~2時30分

問い合わせ 大村保健所または市福祉課福祉

係(内線156・157)
※今回の定期健康診断以外に年2固まで¥希
望により健康診断またはガン横診を受ける

ことができます。

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
す
ぎ
は
さ
け
、
脂
肪
は
ひ
か
え
め

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
た
ぱ
、
」
を
少
な
く
す
る

⑥
食
べ
も
の
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊

維
質
の
も
の
を
多
く
と
る

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い
も
の

は
さ
ま
し
て
か
ら

原爆被爆者一般健康診断実施日程

期 日 実施場所 対象地区

1月29日働 福祉センター 西大村、萱瀬

2月1日(月)福祉センター 大村

2月2日伏) 市コミセン 二浦、鈴田、大村

2月3日休) 中地区公民館 西大村

2月4日休) 市コミセン 大村

2月5日佳)松原出張所 福重、松原

2月8日(月) 竹松出張所 竹松

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑬
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

。
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り

生
活
リ
ズ
ム
を
保
と
う

成
人
病
は
、
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
病
気
に
な
る
前
に
①
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
と
る
こ
と
②
適
度
な
運
動
を

す
る
こ
と
③
十
分
な
休
養
を
と
る
こ
と
。

こ
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
適
切

な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

|平成5年度 |春休み・放課後

学重保育入所児童募集

「
看
護
の
日
」
作
文
募
集

「
看
護
の
日
」
は
、
す
べ
て
の
人
が
お

互
い
を
思
い
や
り
、
「
世
話
す
る
こ
と
」

そ
し
て
「
看
護
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
広

く
理
解
を
深
め
、
安
心
で
き
る
高
齢
化
社

会
を
支
え
て
い
こ
う
と
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
の
生
誕
に
ち
な
み
、

5
月
ロ
日
に
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
看
護
の
日
」
記
念
行
事
の

一
環

と
し
て
、
身
近
な
体
験
の
中
で
感
じ
る
作

文
を
募
集
し
ま
す
。

皆
様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

テ
l
マ
「
看
護
の
こ
こ
ろ
」

〈
タ
イ
ト
ル
例
〉
小
学
生
で
は
、
「
か
ん

ご
ふ
き
ん
あ
り
が
と
う
」
な
ど

原
稿

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
で
、
小
学

生
3
枚
以
内
、
中
・
高
校
生
5
枚
以
内

対
象
県
下
小
・
中
・
高
校
生

応
募
締
め
切
り

3
月
1
日
側

10 

応
募
先
日
本
看
護
協
会
長
崎
支
部
(
一
T

制
長
崎
市
魚
の
町
3
m
E
0
9
5
8
⑫

5
4
6
6
)
 

※
応
募
者
は
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
お
返
し
て
き
ま
せ
ん
。

健康テレホふサービス
合23-4646まだはft0958-26-55竹

月 抗ガン剤

月2 火 狭心症の外科治療

の 水 おしつこが近い子

アマ
木 においがわからない/
〆宣ノ、工、、 自閉症

土-日 思春期の性教育

対象休み期間中および放課後、仕事その他

の事情により家庭の保護に欠ける児童。小学

1年生-3年生

期間および時間

・春休み期間中=午前 8時~午後 5時30分

・放課後=4月1日(桐-1年間、午前 8時~

午後 5時30分

場所および問い合わせ

。くさぶえクラブー・(富小横まるたか商庖前

合 @1582)

。さくらんぼクラブ…(中央幼稚園内包⑫ 3

3 3 9) 

@とまとクラブ・・・(大村幼稚園内包⑪6438)

。あさひっこクラブ・・・(木場のパス方向転換

所前宮⑪ 62 9 0) 

。にんじんクラブ…(三城幼稚園内包@40 

8 4) 

申し込み月~土曜日の午後、随時各クラブへ

※にんじんクラブは説明会時

説明会

・3月7日(日)、午前10時-11日寺

とまとクラフ¥あさひっこクラフ¥にんじ

んクラブ

・3月14日(日)、午前10時-11時

さくらんLt:'クラフ¥ くさぶえクラフや

※当日、印かんをご持参ください。

指導員募集中
申し込み随時

問い合わせ 市連協 (B@2 8 6 0浜田)

r( 

( 

'<.-



「
在
宅
介
護
者
の
集
い
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

十
介
護
と
向
き
合
う
あ
な
た
を
支
え
ま
す
l

日
ご
ろ
の
介
護
疲
れ
の
解
消
と
、

福
祉
制
度
や
福
祉
機
器
の
紹
介

・

利
用
方
法
を
説
明
し
、
楽
し
く
介

護
を
続
け
て
項
く
た
め
に
介
護
者

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
参
加

費
は
無
料
で
す
。

介
護
で
大
変
な
毎
日
、
ゆ
っ
く

り
温
泉
に
で
も
入
っ
て
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
な
お
、
介
護
者
の
集
い

中
、
替
わ
り
の
介
護
者
が
い
な
い

人
の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
。

日
時

2
月
初
日
出
1
幻
日
間

介
護
教
室

受
講
生
ほ
し
ゅ
う

平成 5年 2月号

在
宅
で
の
介
護
は
大
変
難
し
く

家
族
に
対
す
る
負
担
も
大
き
く
な

り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
少
し
で

も
介
護
負
担
の
軽
減
と
楽
し
く
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
介
護
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

受
講
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
病
気
の
種
類
、
排
世
・
清

拭
の
方
法
、
食
事
の
工
夫
な
ど

広報おおむら

(
小
浜
町
1
泊
2
日
)

募
集
人
員

お
人
程
度
(
(
疋
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み

大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
西
三
城
町
8
番
地
宮
@
1

3
5
1
)
ま
で
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

だまには

でゆっくりと

期
間

2
月
ロ
日
働
1
3
月
刊
日

働
(
全
6
回
)

毎
週
金
曜
日
、
午
前
日
時
i
ロ
時

申
し
込
み
大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
西
三
城
町
8
番
地
雷
@
1

3
5
1
)
ま
で
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

突通安全対策費に

多額の漕財を寄付

夫の交市
さ浄通役
ん財安所
----.-を全を
12右寄対訪
/'-"付策れ
7 さ費
れと松

市 る し本
役 高て市
所 瀬多長
) 富額に

高瀬建設欄(代表取締役 ・高瀬富夫氏〉

は12月ア白、市役所を訪れ、受通安全対策

費に役立ててほしいと、 150万円を寄付

されましだ。

ありがとうございましだ。

昌
向
。
ゆ
阜
器

mw宿
先
@
誼
廊
拶
他
山
容
@
患
b
k

黒
木
小
学
校
の
移
転
先
が
決
ま

り
、
去
る
ロ
月
7
日
、
松
本
市
長

を
は
じ
め
、
地
元
や
市
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
工
事
の
安
全
を
願
っ

た
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
萱
瀬
ダ
ム
は
嵩
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
黒

木
地
区
の

一
部
が
水
没
地
域
に
入

り
ま
す
。
黒
木
小
学
校
も
ダ
ム
の

水
没
地
と
な
る
た
め
、
近
く
の
高

台
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

新
校
舎
の
完
成
は
平
成
6
年
度

の
予
定
で
す
。

現
在
の
黒
木
小
学
校
。
新
し
い

校
舎
は
、
す
ぐ
近
く
の
高
台
に

移
る
こ
と
に
な
っ
た
(
黒
木
町
)

図
書
購
多 入
額
資の沼金
zな
悶ど
を内
寄 1'-

付

宮
本
ア
サ
子
さ
ん

(
黒
木
町

北方領土の日

2月7日
みんなで広げよう
北方領土

返還要求運動の輸

1
8
5
5
年
2
月
7
日、

伊
豆
下
回
で
「
日
露
通
好
条

約
」
が
結
ば
れ
、
初
め
て
日

本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
北
方
領
土
は
日

本
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
が
住
め
な
い
状
態
が

宮本戸サ子さん 〈黒木町〉は12
月19日、市役所を訪れ¥(明義田・

ナヲさんの香典返しとして黒木小

学校の図書購入資金に100万円、

市立病院の医療器具および書籍購

入に50万円を寄付されましだ。
ありがとうございましだ。

続
い
て
い
ま
す
。

日
本
と

ロ
シ
ア
が
真
の
友
好
関

係
を
築
く
た
め
に
も
、
ね
ば
り
強

く
返
還
を
訴
え
、

一
日
も
早
く
北

方
領
土
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
(
県
秘
書
課
)

11 
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平
成

5
年
度

委
託
業
務
関
係
の

指
名
願
い
申
請
を

平
成
5
年
度
委
託
業
務
関
係
の

競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
人
は
、

参
加
資
格
審
査
へ
の
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
種

警
備
・
清
掃

・
浄
化
槽
・

消
防
設
備
・
機
械
器
具
・
そ
の
他

保
守
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間
2
月
日
日
何
l
m
日

働申
請
場
所
管
財
課
監
理
係

申
請
書
類
市
の
指
定
様
式
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(
1
5
0

円
)な
お
、
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業

務
に
つ
い
て
は
、

3
月
1
日
j
訂

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

郷
土
史
講
演
会

日
時

2
月
初
日
側
、
午
後
2
時

1
4
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題
鎮
西
地
区
に
お
け
る
浄
土

教
の
展
開

講
師
花
田
玄
道
先
生

久
留
米
市
善
福
寺
住
職

※
入
場
無
料

主
催
大
村
史
談
会
・
教
育
委
員

会旧
4
級
小
型
船
舶

操
縦
士
免
状
の

引
き
換
え
が
必
要
で
す

交
付
の
日
付
が
昭
和
田
年
4
月

1
日
か
ら
昭
和
田
年
4
月
却
日
の

旧
4
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
状
は
、

新
様
式
免
状
へ
引
き
換
え
が
必
要

で
す
。

就
学
援
助
費
制
農
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
義
務

教
育
の
児
童
お
よ
び
生
徒
に
対
し

て
、
そ
の
事
情
が
よ
く
な
る
ま
で

の
問
、
就
学
に
必
要
な
学
用
品
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て

認
定
し
ま
す
が
、
援
助
を
希
望
さ

れ
る
人
は
各
地
区
民
生
委
員
、
各

学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
庶
務
課

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「一人から二人ヘ、そして・・・」

新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にした内容です。

お気軽にご参加ください。これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

主 催大村市中央公民館 共催環境衛生課

期 間 2月3日(水)-3月12日働計8回

会 場市コミセン

申込方法 電話またはハガキて¥大村市中央公民館へ

(干856 幸町25-33 市コミセン内包~316 1)

30人 受講料無料

講座

明日の親のための学級(妊婦教室)を聞きます

コミセC，
サ9デーナイトコc，サート

回 月日(曜日) 時間 内 タp口t一 講 師

2月3日 13 : 00 -楽しい家庭づくり 産婦人科医師
1 
体)
... -妊娠中の保健

保健婦16 : 00 -映画「生命の創造」

2月10日 13 : 00 -妊婦と歯の健康 歯科医師
2 
(水)
... -歯のフ、、ラッシンク守指導

歯科衛生士16 : 00 

13 : 00 
-ぉ産の経過について

2月17日 -ラマーズ、法・妊婦体操(実習)
3 
体)
... 

-母子用品のそろえ方
保健婦

16 : 00 
-産後の保健

13 : 00 -育児について

4 
2月24日 ... -入浴のさせ方(実習)

保健婦
~jc) 16 : 00 

-幸せな出産プラン
-映画「マイボテ-"イ・マイセノレフ」

18: 30 
お父さん出番ですよ (PARTl)

5 
2月26日 ... -フィルムフォーラム「生命の創造」

保健婦
後) 20 : 00 

-入浴のさせ方の実習
ーお父さんのために~

-素敵なお母さんになるためーに・本との

3月5日 13 : 00 出会い
6 ... -母乳てや育てるために 元学校教諭
後) 16 : 00 -乳房の手当

-映画「すばらしし、母乳」

3月9日 18 : 30 お父さん出番ですよ(PART2)
7 ... -子育て、親の役割 小児科医師
(火) 20: 00 

9 : 30 
-妊娠中の栄養の摂り方について

3月12日 -調理実習(材料実費 350円程度自 栄養士
8 
(金)
... 

己負担) 保健婦13 : 00 -仲間づくり(話し合い)

~カトレアコーラス~

お気軽にお出かけください。

日時 2月6日(土)¥午後7時開演 (6

時30分開場〉

場所市コミセン(入場無料〉

曲目 宇宙の島、ナウシ力ほか(ソロ¥

二重唱、三重唱あり〉

連絡・問い合わせ市コミセン(宮⑪

31 61 ) 

円相

官内

募集人員

コミセンまつりより

5天村市役市 3 
(i久島7丁目25番地(側包53-4111)*

12 
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平成 5年 2月号広報おおむら

子警
ど b
全国

義喜
術刊
市
展

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
と
健

全
育
成
を
目
指
し
た
「
第
5
回
子

ど
も
美
術
展
」
を
聞
き
ま
す
。

作
品
展
示
期
間
2
月
初
日
働

1

3
月
4
日
嗣

時

間

午

前

9
時
i
午
後
7
時

(
最
終
日
は
午
後
5
時
)

会
場
市
コ
ミ
セ
ン

※
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

-
父
通
安
全
は
家
庭
か
ら

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

@
3
1
6
1
子
ど
も
美
術
展
係
)

跡事長恒

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
特
別
講
習
会

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
特
別
講
習
会
へ
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い

家
庭
の
主
婦
が
、
交
通
事
故
か

ら
我
が
家
を
守
る
主
役
の
座
を
占

め
て
い
ま
す
。
我
が
身
を
含
め
て

い
つ
ふ
り
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
恐
ろ
し
き
を

も
う

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

2
月

μ
日
閥
、

午
後
1
時

初
分

i
4
時

場
所
運
転
免
許
試
験
場
(
安
全

運
転
学
校
l
古
賀
島
町
)

内
容
映
写
会
・
交
通
安
全
講
話
・

運
転
適
性
指
導

主
催
大
村
市
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
@
9
8
8
9
)

視聴賞ライブラリー

---市民映画会

市
民
オ
リ
エ
ン
テ

期
日

3
月
比
日
制

※
荒
天
時
は
3
月
幻
日
岡
山

場
所
旭
が
丘
小
学
校
校
区

周
辺
種

目

。

A
コ

l
ス
7
M
l

中
学
生
以
上

。Bコ
l
ス
5
凶
H
H
家
族
組

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

ー
グ
ル
ー
プ

4
人
以
内
を

原
則
と
し
、
家
族
組
に
は
必

ず
ぬ
歳
以
上
の
人
が
同
行
し
て
く

だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水
筒
、

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
な
ど

集
合
旭
が
丘
小
学
校

受
け
付
け
午
前
8
時
初
分

1
8

時
印
分

ス
タ
ー
ト

定
午
後
1
時
)

申
込
方
法
参
加
料
(
保
険
料
を

含
む
)
高
校
生
以
上

4
0
0
円、

中
学
生
以
下
(
幼
児
を
含
む
)

2

0
0
円
を
添
え
て
体
育
課
へ

締
め
切
り

2
月
お
日
嗣

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課
、
各
小

中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

午
前
9
時
(
解
散
予

クオレ物語←難破船

市コミセン 110: 00"'-'11 : 00 
西大村コミセン 1 14:00~15 : 00

・ババロアさんこんばんは(アニメ 24分)

・アンパンマン 魔女の国へ (アニメ10分)

・地球を救う25の方法(環境教育28分)

2月13日
(土)

2月13日住) 1 中地区公民館 1 10:00~11:00 
・ゴンザとソウザ(アニメ 24分)

・わたしおてつだいねこ(アニメ 19分)

・クオレ物語 難破船 (アニメ 19分)

大村子ども劇場第66回例会

rうためゆうえんち」
=ともしび音楽企画公演=

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

お窃公民自(旭がEコミユ二ティセンター)拶

担冨悶E恋D患す iU4-1  

次回の選挙より

同|木場1・2丁目、須田ノ木、
働向木場、久原団地、

直パールハイム、田崎真珠寮

上記の町内の皆様は、 次回の選挙より木場公民館(旭が丘コミセ

ン)で投票していただくことになりますのでご注意願います。

ただし、 向木場町の「溝下下班」 の皆様は今までどおり、上久原

公民館で投票していただくことになります。

詳しいことは、大村市選挙管理委員会へお尋ねください

たのしいおはなしをするおじさんパ「ク

さんと明るく元気なおねえさんナメちゃ

んのたのしくゆかし、なコンサ一卜です。

日時 2月21日(日) 午後2時--3時20分
会場光と緑の園向陽寮体育館

対象 小学3年生以下
入場料会費でまかないます。

※会場での入会も受けばけます。

問い合わせ大村子ども劇場事務局

(fi@l7 0 63/J¥杉〉

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII~票に願いをこめて町づくり
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お
り
、
か
み
で

あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
て
、
季
節
の
行
事
を

お
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
、
ご
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
幻
日
出
、
午
後
1
時

ω分
1
3
時
初
分

スカイyiw，ヲで
をI~きと隠そろ

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容
「
お
ひ
な
さ
ま
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(宮

@
1
3
7
6
)

付
さ
れ
、

当
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映

写
機
な
ど
を
利
用
で
き
ま
す
。

日

時

2

月
日
日
側
、
同
日

ω、

午
後
6
時
初
分

1
9
時

対
象

一
般
成
人

定
員

初
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
は
、
電
話
で
市
コ
ミ

セ
ン
(
宮
⑪
3
1
6
1
)

へ

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

何
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

受
講
さ
れ
た
人
に
は
県
教
育
委

員
会
よ
り
「
操
作
認
定
証
」
が
交

だんご汁会ー焼V也会
2月7日〈日〉
午前10時~午後4時

内容 だんごう十および焼いもを

低料金にて販売します。

二当日¥琴平ス力イパーク有料

施設を利用されだ人に、焼いも

を無料進呈二

主催大村市観光協会-商工観

光課

E田園ワァミリ四
パ9ーゴルワ大会
3月7目〈目〉、午前9時

か¥yど

対象原則として家族を対象とし、大人

2人子供2人のワソレーブ構成とします

募集人員先着50組

表彰 参加賞および上位6位までを表彰

参加料介入100円

申込方法 ハガキガ電話で住所 ・代表者

名 (参加者名〉 ・年齢 (学年〉 ・電話番

号を記入のうえ、大村市商工観光課 o久
富オ丁目25番地〉ヘ申し込んでください

主催大村市観光協会

お問い合わせは、商工観光課ヘ

長
崎
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生

科

目

自

動
車
整
備
、
機
械
、
電

気
工
事
、
総
合
建
築
、
溶
接
、
縫

製
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
配
管
、
塗
装

資
格

機
械

・
電
気
工
事

・
自
動

車
整
備
は
高
卒
以
上
程
度
。
そ
の

ほ
か
は
中
卒
以
上

募
集
期
限
2
月
末
日

問
い
合
わ
せ
長
崎
高
等
職
業
訓

練
校
(
西
彼
杵
郡
長
与
町
8
0
9

5
8
@
8
1
5
1
)
 

'C 

北
松
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生

①
電
気
工
事
科

資
格

高
校
卒
業
以
上

(卒
業
見

込
を
含
む
)

②
板
金
科
、
自
動
車
整
備
科

資

格

中

学
卒
業
以
上
(
卒
業
見

込
を
含
む
)

③
経
理
事
務
科

資

格

職

業
転
換
の
た
め
新
た
に

技
能
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
で
、

公
共
職
業
安
定
所
の
受
講
指
示
を

受
け
た
人

募
集
期
間
2
月
1
日
側
1
3
月

1
日
細
川
(
③
は
3
月
刊
日
附
ま
で
)

※
年
齢
・
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん

詳
し
く
は
、
北
松
高
等
職
業
訓

練
校
(
宮
0
9
5
6
@
3
1
4
5
)

種別 住宅名 戸数間取り 家賃(月額・円)

i世 田 2 3DK 15，500 

1種 原口アパート 1 3DK 27，200 

竹 キ公 1 3K 7，600 

i也 田 2 3DK 12 ， 000 -15 ， 500 

2種 久原第二 3 3DK 15，500-18，100 

原口アパート 3DK 19，200 

市営住宅入居者

ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

- 14-

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
3月
コ
1

ス
H
H

内

容

・

パ
ソ

コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
入

門

(
一
太
郎
・
初
級
)
・
パ
ソ

コ

ン
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
(
一
太
郎
・
中

級
)
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
d
B
A

S
E
3
上
級
)
・
マ
イ
コ
ン
制
御

(
ア
セ
ン
ブ
リ
言
語
入
門
)

・
被

覆
ア
l
ク
溶
接
(
中
板
実
技
)
・
3

級
シ
ヤ
シ
整
備
士
受
験
準
備
講
習

申

込

期

間

2
月
1
日
側
1
初
日

十ム申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

入居資格

(1)市内に住所、または勤務場所を有する人。

(2)現に同居し、または同居しようとする親族

(未届けでも、 事実上婚姻関係、と同様の人、

そのほか婚約者を含む)があること。

(3)独立の生計を営み、かつ家賃および敷金を

支払う能力のある人。

(4)収入制限があります。

申込締め切り 2月8日(月)

抽選日(予定 2月19日(鎖、午前10時30分~

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係

f‘ 



平成 5年 2月号広報おおむら

{ 

N
H
K学
園

通
信
教
育

①
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

3
年
間
で
高
卒
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

②
高
等
学
校
選
科
生
コ
ー
ス

希
望
科
目
の
単
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

③
高
等
学
校
専
攻
科

1
社
会
福
祉
コ
ー
ス
ー

高
校
卒
業
後、

2
年
間
で
「
N

H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
認
定
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間

2
月
1
日
側
1
4
月

日
日
嗣
(
③
は
4
月
5
日
何
ま
で
)

案
内
書
ご
希
望
の
人
は
、

N
H

K
学
園
8
E
1
1
係

(
干
附

旧

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
1
お

2
0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
)

へ、

コ
l
ス
名
・
郵
便
番
号

・
住
所

・

氏
名

・
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
に
記

入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
案
内
書
は
無
料
で
す
。

放
送
大
学
長
崎
ビ
デ
オ

学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
放
送
で
授
業
を
行
う
国
の
出
資

に
よ
る
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

資
格

問
歳
以
上
(
平
成
5
年
4

月
1
日
現
在
)

募
集
学
生

・
選
科
履
修
生

(
1
年
間
在
学
)

・
科
目
履
修
生

(
6
か
月
在
学
)

募
集
期
限

2
月
日
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
長
崎
ビ
デ
オ
学
習
セ

ン
タ
ー

(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
元

釜
名
5
1
日
長
崎
国
際
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
セ
ン
タ
ー
内
2
0
9
5
7
⑪

1
3
1
3
)
 

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
者

ー
在
日
ア
メ
リ
カ
人
小
学
生
と
国
際
安
流

l

対
象

3
年
生
以
上
の
日
本
人
小

学
生
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
人
小
学
生

期
間

3
月
初
日
働
1
4
月
2
日

樹、

7
泊
8
日

場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

内
容
イ
カ
ダ
を
作

っ
て
サ
ン
ゴ

礁
の
海
へ
、
島
内
探
険
、
さ
と
う

き
び
か
ら
砂
糖
作
り
な
ど

2
月
幻
日
側
、
博

事
業
説
明
会

タ
タ
に
て

参
加
申
込
期
限

3
月
刊
日
同

詳
し
く
は
、
財
国
際
青
少
年
研

修
協
会
(
干
則
東
京
都
新
宿
区
四

谷
2
1
1
大
村
ピ
ル

3
階
宮
ω
1

3
3
5
9
1
8
4
2
1
)

へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ご
寄
寸f
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
山
口
武
久
(
今
富
町
)
叩
万
円

V
久
保
千
年
(
立
福
寺
町
)
印
万
円

西
大
村
小
学
校
へ

V
内
村
美
智
子

(
池
田
1
丁
目
)

児
童
用
図
書
初
万
円
相
当

大
村
中
学
校
へ

V
荒
木
潤
(
三
城
町
)
書
籍
5
万

円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
福
富
員
子
(乾
馬
場
町
)
叩
万
円

V
中
尾
輝
代
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

日
万
円

V
口
木
和
秀
(
本
町
)
印
万
円

V
中
道
敬
司

(宮
小
路
2
丁
目
)

叩
万
円

V
竹
末
恒
義
(
陰
平
町
)
刊
万
円

V
一口田永
ウ
ラ
(
小
川
内
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
末
永
正
幸
(
壱
岐
郡
郷
ノ
浦
町
)

3
万
円

V
徳
永
ヨ
シ
子
(荒
平
町
)
2
万
円

V
岩
崎
錬

一

(
杭
出
津
1
丁
目
)

叩
万
円

V
重
富
国
子

(
原
口
町
)

3
万
円

V
荒
木
潤
(
三
城
町
)
叩
万
円

V
宮
寄
友
成

(松
原
本
町
)

o万
円

V
口
木
和
子

(本
町
)

日
万
円

V
宍
戸
直
江
(
上
諏
訪
町
)
5
万
円

V
林
良

一

(
竹
松
本
町
)
叩
万
円

。
一
般
寄
付

1 
O 

富
の
原
小
学
校
へ

V
郵
政
省
簡
易
保
険
事
業

1
日
時

計
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
卜

清
和
国
へ

V
民
踊
愛
好
会
芳
文
会
l
慰
問

・

ま
ん
じ
ゅ
う

V
た
ば
、
」
販
売
組
合
婦
人
部
H
H
花

類
栽
培
セ
ッ
ト

V
大
谷
由
雄

(長
崎
市
塩
浜
町
)

ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

V
大
村
園
芸
高
校
家
庭
科

l
奉
仕

V
日
本
た
ば
、
」産
業
側
l
た
ば
、
」

V
健
康
を
守
る
会
泰
道

l
m
万
円

V
松
原
小
学
校
6
年
児
童
・
父
兄

l
劇
・
歌
・
果
物
・
菓
子

文
化
基
金
へ

V
池
坊
大
村
支
部

l
m
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護

学
校
自
治
会
1
3
万
円

V
九
州
銀
行
大
村
支
居

l
チ
ャ
リ

テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
益
金
1
万
円

V
健
康
を
守
る
会
泰
道
1
1
0
0

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
俣
野
豊
子

(水
田
町
)
タ
オ
ル

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
樋
口
キ
サ
(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん
V
中
島
泰
二

(
木
場
2
丁
目
)
絵

V
陶
旭
環
境
整
備
l
ケ
ー
キ

三
彩
の
里
へ

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
タ
オ

レV
長
崎
観
光
ホ
テ
ル
考
明
館
l
毛

布
・
シ
ー
ツ

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
l
慰
問

.
菓
子

慈
恵
荘
へ

V
島
信
行
(
今
津
町
)

1
万
円

V
松
永
朝
三

(荒
平
町
)

3
万
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部
1
2
万
円

V
口
木
和
子
(
本
町
)
叩
万
円

V
ダ

・
カ
!
ポ
H
H
テ
ィ
ッ
シ

ュ
は

カV
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
野
菜

V
気
楽
会
H
H
み
か
ん
は
か

V
寺
井
勇

(
小
川
内
町
)
み
か
ん

V
法
照
寺

1
み
か
ん

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卯

V
日
本
た
ば
、
」産
業
側
H
H
た
ば
、
』

V
小
佐
古
子
供
会
l
紅
白
も
ち

V
小
川
国
治
(
大
里
町
)
み
か
ん

V
村
下
冷
凍
工
業

1
ケ
ー
キ

V
永
測
屋
川H
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
久
フ
ァ
ミ
リ
ー

l
小
菊
は
か

v陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
第
日

普
通
科
連
隊
音
楽
部

1
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

V
大
村
市
美
容
組
合
l
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
宮
田
孝

一

(諌
阜
市
福
田
町
)

3
万
円

V
川
端
商
庄

l
m
万
円

V
松
尾
昭
二

(寿
古
町
)

1
万
円

V
平
林
明
(
茅
ヶ
崎
市
堤
1
丁
目
)

5
万
円

V
大
村
地
区
同
盟
1
1
万
4
千
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部
1
2
万
円

V
桝
本
医
院
1
1
万
円
は
か

V
大
村
航
空
基
地
隊
1
3
万
3
千

2
7
0
円

V
美
天
宮
敬
神
婦
人
会
H
H
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う

V
九
州
電
力
労
組
大
村
分
会
l
慰

V
橋
口
整
形
外
科
医
院

l
果
物

V
十
人
会
l
野
菜

V
永
淵
屋
川H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
黒
木
医
院

1
図
書

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
ア
ト
リ
エ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
リ
ケ

ー
キ
V
第
一

印
刷
H
H
ケ
ー
キ

V
山
道
医
院
l
ケ
!
キ

V
イ
ン
テ
リ
ア
ト
ッ
プ

l
マ
ッ
ト

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
掻
金

V
西
大
村
小
学
校
児
童
会
1
3
万

3
3
0
円

「

D



カレジター2周
2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
8期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

安産教室 ~ラマーズj去を練習 しまし ょう ~ 16日
4日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 00-9 : 30 

(火)
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9:30-11:00 

⑬母子健康子帳、ズボン
(月) 一般健康相談 市役所 13: 00-16 : 00 

⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定はか 明日の親のための学級日)

2 (日火)
17日 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 

乳却児健康相談 松原出張所 ⑧13: 30-15 : 00 
(水)
機能訓練根気の会 市コミセン 10: 00-13 : 00 

幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセ ン ⑮調理実習

3日 ⑧9 : 30-9 : 45⑮平成2年8月-9月生まれ

(水)
@母子健康子帳、問診票、歯ブラ シ、 タオノレ

3歳児健康診査 大村保健所
明日の親のための学級け)

市コミセン 13 : 00-16 : 00 ⑧ 9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 

4 (日木)
18日 ⑮平成元年8月生まれ(元年2月-7月生まれて、

機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30 (木) まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

妊婦教室(5)(1月期分)中地区公民館 9: 30-13 : 00 定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

5日 ⑮母子健康子帳、 エプロン、みそ汁
1歳6か月児健康診査

(金) 成人の健康相談 福祉センタ- 13: 00 -15 : 00 
⑮40歳以上⑮血圧測定・みそj十の塩分濃度測定ほか 19巴 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

当番医 (劃
⑨⑮・ー12日(針と同じ

ア日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

(日)
(内・小)琴 尾 医 院西 三 城 町宮(@2056

⑮⑨… 5日(翁 と同じ
(耳) わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮(@2003

8日 乳鈎児健康相談竹松出張所
20日

耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00 

(月)
⑧ 9 : 30 -11 : 00 13: 30 -15 : 00 (土)
⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 

21日 当番医9日 乳却児健康相談 市コミセン (内・小)松 井 医 院久原2丁目fi@6624

(火) ⑧⑮...8日(月)と同じ (日) (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町 宮(@4330

10日 明日の親のだめの学級(2) 24日 明日の親のための学級同)
(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

当番医11日
(木・祝)

(胃・内)津田胃腸科内科医院 小路口本町宮'@1507 26日 明日の親のための学級(5)
(整) 牟田整形外科医院古町2丁目ft(@4501 (翁 市コミセン 18 : 30-20 : 00 

T歳6か月児健康診査

12日 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 28日
当番医

⑮平成3年7月生まれ(平成3年2月-6月生まれ (内)早田内科医院竹松本町 宮@3530
(金) てい、まだ受けていない人も受診してください) (日)

(耳)海江田医院東本町 宮⑫3329
⑮母子健康手帳、問診票、 歯ブラシ

14巴 当番医
略号の説明 ⑪…対象 ⑧…受け付け ⑮...内容

(内)岡内科医院東三城町 宮@3000 ⑮一・持ってくるもの

(日) (整)松永整形外科医院西大村本町 宮@5864自色@4300 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮

間

側

4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

そ

.J 

4 

<{ 

人 口の動き

4月4日現在

人口 計 75.823
(+155) 

36.275 
(+68) 

39.548 
(+87) 

23.636 
(+46) 

)内は前月比

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

2お気軽にご相談ください。
用 人権相談 ( 4日・木 10: 00-15 : 00) 
爪 行 政相談 (12日・金 9: 30-12 : 00) 
出 法律相談 (17日・水 10: 00-15 : 00) 
ムι (申し込みガ10人lこなり次第締め切ります)

型 交通事故相談 (23 B .火 1叩0:0∞0-1日6:0∞0
雪諜火 年金相談 (24日.7水'，K 10仁:0ω0-1日5: 00ω ) 

首 不動産相談 (ω2お旧6印日.金 1日3:0ω0-1凶6:0川川0ω附0ω ) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。
世帯数

- 16-

2月の大村ボート(6日-11日・長崎県MB競走会会長杯、 19日-23日、
27日-3月 2日)
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